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(a) 糞カウント（計 328.2km） (b) 昼間直接観察（同左） (c) 夜間直接観察（計
334.7km）の３つの方法を実施し、密度推定の比較をおこなった。その結果、ブルーダ
































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
 ブッシュミート問題は熱帯雨林地域を対象として、近年さかんに議論されている。こ
の問題は、生物多様性保全のみならず住民の食料安全保障にも深く関わっている。とこ
ろが、狩猟対象となる野生動物の生息数、および実際に狩猟されている個体数という、
この問題に対する鍵となるはずの2つの数字は、現状においていくつかの推定法の間で
値に大きな違いがある。そのため、保護を推進する側は野生動物の絶滅の危機を主張す
ることになるし、住民によるブッシュミート利用を擁護する側は狩猟の持続性は保たれ
ていると反論することになるのである。このような現状のなかで、申請者は、徹底的な
フィールドワークを通して可能な限り信頼性の高いデータを収集したうえで、持続的な
ブッシュミート利用を実現するためには、住民との連携を推進し、住民主体のマネジメ
ント体制を構築することが重要であると結論づけている。その中で本研究の特筆すべき
貢献は以下の三点にまとめられる。 
 第一に、中部アフリカの森林地域においては、これまで類を見ない規模の動物生態調
査を実施し、同時に信頼性の高い生態学的データを収集する方法を検証した点である。
従来、国立公園内部においては大規模な生態調査は実施されていたが、住民生活に対し
て最も重要な、公園の隣接地域における詳細な調査はおこなわれていなかった。本研究
ではブンバ・ベック国立公園北方に隣接する２つのCommunity Hunting Zoneおいて、
2,000km2を越える範囲に126本のトランセクトを設置し、約400kmを踏破して生態調査を
おこなった。また、別個に設置した18本のトランセクトにおいて、計700kmにおよぶ補
足調査を実施した。こういった調査方法は、住民による狩猟の影響を検証するうえで特
筆すべき点である。なお、これらの調査は、京都大学とカメルーンのチャン大学との共
同研究の枠組みのなかで実施されたが、申請者は現地調査の立案・実施、また、各種の
ソフトウエアを駆使したデータ解析をおこない、この共同研究において中心的な役割を
果たしている。 
 第二に、住民の主たる狩猟対象であるダイカー類の生息密度が調査方法によって大き
く異なることを示し、より精度が高いと考えられる夜間直接観察による推定にもとづけ
ば、住民による狩猟はおおむね持続的な水準にあることを指摘した点である。これまで
糞カウントにたいしては個体数を過小評価しているのではないかとの批判があったが、
代替となる方法を実施したうえで実際に比較した研究はほとんどなく、また少数の先行
研究とくらべて、本研究のトランセクト長の総計は群を抜いている。しかもその結果
は、保全の重要な指標の一つである生息密度の推定値に大きな変更を迫るものであり、
保全政策にたいする直接的なインパクトを持ちうる研究である。申請者らは現在、カメ
ラトラップによる密度推定も推進しつつあり、今後複数の方法の比較によって、十分な
精度を保ち、かつ実用的な密度推定方法を確立することが期待される。 
  
 第三に、保全生態学的研究に加えて、住民の狩猟活動および住民自身の狩猟に関する
認識についての研究をおこない、地域住民の保全活動への参画の重要性を具体的な形で
提示している点である。これまで、住民参加型の保全活動は、東アフリカや南部アフリ
カにおいて試みられてきたものの、カメルーンを含む中部アフリカにおいては、きわめ
て低調であった。そのような中で保全活動に住民が主体的にかかわることの重要性を、
具体的なデータにもとづいて指摘した点は、大きな意義があると言える。 
 以上のように本論文では、精力的なフィールドワークをもとに、カメルーンならびに
中部アフリカにおける野生動物保全にかかわる研究および政策に対して、大きな貢献を
おこなっている。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成29年7月4日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認
めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
